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2022 年 2月 3日 

各 位 

会社名 加賀電子株式会社 

代表者名 代表取締役社長 門 良一 

（コード番号：8154 東証第 1部）

問合せ先 常務取締役管理本部長 川村 英治 

TEL 03-5657-0111 

通期業績予想および配当予想の修正（上方修正）に関するお知らせ 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2021年11月4日に公表いたしました2022年３月期通期連結業績予想

および配当予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正について 

2022 年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2021 年４月１日～2022 年３月 31日） 

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（A） 

（2021年11月４日発表） 
470,000 15,000 14,500 9,000 336.84 

今回修正予想（B） 475,000 17,500 18,000 12,000 449.13 

増減額（B –A） 5,000 2,500 3,500 3,000 

増減率（％） 1.1 16.7 24.1 33.3 

(ご参考)前期実績 

（2021年３月期） 
422,365 11,467 11,241 11,399 415.07 

<修正の理由> 

2022 年 3月期第 3四半期連結累計期間につきましては、上半期において当社グループ業績を牽引した電子部

品事業が、引き続き車載、医療機器および産業機器向けなどを中心に順調に推移しました。 

独立系エレクトロニクス商社の強みを活かして物量確保を最優先に取り組んだ結果、前回予想時に下振れリスクと

して懸念された電子部品などの需給逼迫の影響は、これまでのところ顕在化には至らず、売上高は前回予想を上回る

見通しとなっております。また、売上高および売上総利益の増加に加えて、テレワークの促進などコロナ禍の中での働き

方改革や経費の縮減・抑制にも継続して取り組んだ結果、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する当期

純利益につきましても、前回予想を上回る見通しとなっております。 

なお、2021年 9月 1日付「ユーロテックジャパン株式会社に対する債権の取立不能のおそれに関するお知らせ」に

て公表しました、官公庁防災用途向け回転翼航空機事業に係る当社が保全する棚卸資産のうち、石川県庁と同社

との売買契約が本年1月19日付けで解除されたことを受けて、今後当社業績への影響が生じないよう、当該棚卸資

産や仕掛り装備品の評価見直しを行い、当第3四半期連結累計期間および第4四半期見通しにおいてその金額を

合理的且つ保守的に織り込んでおります。 

このような状況を踏まえ、上記の通り、通期連結業績予想を上方修正いたします。 
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2．配当予想の修正について 
 

 
年間配当金（円.銭） 

第2四半期末 期末 合計 

前回発表予想 
（2021年11月４日発表） 

 
45.00 

（普通配当 40.00） 
（特別配当  5.00） 

90.00 
（普通配当 80.00） 
（特別配当 10.00） 

今回修正予想 
 
 
 

65.00 
（普通配当 40.00） 
（特別配当 25.00） 

110.00 
（普通配当 80.00） 
(特別配当 30.00) 

当期実績 
45.00 

（普通配当 40.00） 
（特別配当  5.00） 

 

 

(ご参考)前期実績 
（2021年３月期） 

30.00 
（普通配当 30.00） 

 

50.00 
（普通配当 30.00） 
（特別配当 20.00） 

80.00 
（普通配当 60.00） 
（特別配当 20.00） 

 

＜修正の理由＞ 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上重要な施策の一つとして位置づけ、長期的視点に立った財務体

質と経営基盤の強化に努めるとともに、連結業績に鑑みながら株主の皆様に対する安定的かつ継続的な配当の維持

を基本方針としております。 

当期の期末配当予想につきましては、上記のとおり、2022年3月期通期の連結業績予想を上方修正することにと

もない、前回予想の1株当たり45円（普通配当 40円、特別配当 5円）に特別配当20円を更に積み増して、  

1 株当たり 65 円に増額修正いたします。 

これにより、年間配当金は前期実績から 30円増配の 1株当たり 110円となる予定です。 

 

 

 
（注）上記の予想につきましては、当社が発表日現在において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


